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終
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す
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、
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送
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衆
議
院
議
員
鈴
木
宗
男
君
提
出
二
〇
〇
七
年
四
月
十
一
日
付
日
中
共
同
プ
レ
ス
発
表
に
お
け
る「
最
終
的
な
境
界
画
定
」

の
意
味
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
及
び
三
に
つ
い
て

我
が
国
と
中
華
人
民
共
和
国
と
の
間
で
は
、
東
シ
ナ
海
に
お
け
る
排
他
的
経
済
水
域
及
び
大
陸
棚
の
境
界
が
画
定
し
て
お

ら
ず
、
御
指
摘
の
「
最
終
的
な
境
界
画
定
」
と
は
、
こ
れ
ら
の
境
界
の
画
定
を
意
味
し
て
い
る
。

二
に
つ
い
て

国
境
と
い
う
言
葉
に
は
様
々
な
意
味
が
あ
る
が
、
一
般
に
、
国
境
と
は
、
異
な
る
国
家
間
の
境
の
こ
と
を
意
味
す
る
と
承

知
し
て
い
る
。


